


メディアス20年のあゆみ 2

　ケーブルテレビ事業者として実際に放送を開始したの
は、企画会社設立から約1年半後の、1997年12月。愛知
県下15番目のケーブルテレビです。

　開局時には、全エリア10万世帯のうち、3万4千世帯を
第1期エリアとし、約7千世帯を接続しました。

　当初は、4期4年での工期を予定していましたが、1998
年6月には加入率の高いエリアを前倒しして開局。12月
には、約4,900世帯の既設共聴エリアをチャンネルリース
で取り込みました。

　この時点での接続世帯は、約2万1千世帯、多チャンネ
ル加入約1万世帯。開局1年で、開局エリアカバー率
65％、多チャンネル加入率15％を確保することができま
した。

■いざ本格始動 ～放送開始

　ケーブルテレビの認知度が低いこの地域で加入者を獲
得するために、加入営業は開局1年前から始めました。

　開局までの1年間は、営業部員はもちろん、技術や番組
制作の社員も含めて、全社員が目標を持って真剣に営業
に取り組みました。

　また、株主の協力も大きな力となりました。株主企業の
社内に推進チームがあり、加入促進の成果を役員会で報
告して競い合ったり、株主団体の職員が1軒1軒のお宅を
訪問して加入を説得をしてくれたり、まるで数百名の営業
部員がいるかのような営業活動が展開されました。

　株主企業・団体のトップ同士が連携を図り、トップダウ
ンで全社展開を図っていただいたことが大きな成果につ
ながりました。

■全社員営業・株主の協力で
　スタートダッシュに成功

国道247号線に面した旧社屋（場所は現在の太田川駅西大屋根広場向かい辺り）。こ
の建物にいたのは総務・番組制作部門の社員。営業・技術部門は別棟のプレハブに事
務所を構えていた。

東海市立勤労センターで行われた開局記
念式典（1997年12月）。
華々しく開局を祝い、会場からの生中継
も行われた。

「全員参加で目標必達！！スパート
(SPURT) 5,000」をスローガンとし、開
局時の加入予約数5,000件を目標に各地
で営業活動を展開。目標を大きく上回る
成果を上げた。イベントでは「メディアス
くん」の着ぐるみも大活躍。
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　開局以来、放送内容の充実、サービスエリアの早期拡
大、通信事業の新規サービス開始など、積極的な事業展
開を続け、開局5周年を迎える2002年度には、加入世帯
数が多チャンネル約1万7千世帯、インターネット約8千8
百世帯まで伸びていました。
　会社が右肩上がりの成長を続ける一方で、開局時の社
屋は、設備設置スペースや番組制作場所の不足、電源や
空調設備の限界など、事業の規模拡大に耐えられない状
況になっていました。
　会社のさらなる成長のため、新社屋を建設することが
決まり、2003年3月に念願の新社屋が完成しました。新
社屋は、「地域の人々に親しまれ信頼される情報発信拠
点にふさわしい外観とパブリックゾーン」「社員が快適に
働ける環境」などをコンセプトに設計。
　広々として明るく、会社の新しい未来を感じさせる新社
屋の完成によって、メディアスの歴史は、新たなステージ
へと移りました。

■飛躍を象徴する新社屋の完成

■メディアスの加入者数の推移と売上高・経常利益の推移

　開局時から地元密着型の番組づくりを続け、徐々に認
知度も高まっていったコミュニティチャンネル。実力も評
価されるようになり、地元の人を密着取材するドキュメン
タリー番組「知多半島人紀行」が、日本ケーブルテレビ大
賞で2005年に奨励賞、2006年にグランプリ獲得を果た
しました。
　テレビに留まらずメディアの幅を広げることにも積極
的に取り組み、2004年には知多半島総合情報ポータル
サイト「ちたまるナビ」を開設。地元の物産の通販やメル
マガサービスの提供など、ケーブルテレビとしては珍しい
サービスの開拓にも果敢に挑んできました。
　2007年10月には、災害対応力強化を図りたい東海市
の要請を受け、コミュニティエフエムラジオ局「メディアス
エフエム」を開局させました。市
民パーソナリティの育成、学校給
食中継など、テレビとはまた異な
る取り組みで、地域メディアとし
ての価値を高めています。

■地域メディアとしての存在感を高める

▼完成したばかりの新社屋。明るく開放感にあふれている

▲日本ケーブルテレビ大賞グランプリ
受賞「知多半島人紀行～守り伝えて半
世紀」

▼FM開局記念式典は1階のスタジオ
前で行われた。初日の放送には、鈴木
淳雄東海市長がゲストとして出演。

加入者数推移
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売上高・経常利益の推移
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　2016年3月、メディアスは、常滑市に本社を置く知多半
島ケーブルネットワーク株式会社（設立：1990年2月／略
称：CCNC）を完全子会社化しました。
　CCNCのグループ化により、知多半島南部の1市3町
（常滑市、武豊町、美浜町、南知多町）が、メディアスのグ
ループエリアとなりました。
　知多半島は、半島全体で観光事業を推進するなど、昔
から「知多はひとつ」という考え方があります。メディアス
とCCNCも、同じ知多半島内のケーブルテレビ局として、
開局以来、共同で番組を制作するなど連携を図ってきま
した。
　グループ化以降は、営業・技術ノウハウの提供、人事交
流などを開始。両社の結びつきを強めることで、これまで
以上に地域活性化の活動を進めるとともに、さらに質の
高いサービスを提供することを目指しています。

■「知多はひとつ」の考えのもとに

　社会が目まぐるしく変化し、先を予測することが難しく
なった現在において、将来の姿を描くことは容易ではあり
ません。
　しかしそんな時代だからこそ、「こうありたい」という意
志が不可欠です。メディアスの願いは、地域の皆様から信
頼され、暮らしになくてはならないパートナーとして頼ら
れる存在でありたいということ。
　日々の暮らし、娯楽、安全安心など、様々な面から地域
社会の発展に貢献し続けられる会社を目指していきます。

■暮らしに欠かせないパートナーへ

CCNCサービスエリア
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